
検
査
の
信
頼
性
確
保
試
験
標
準
作
業
書

一

検
査
の
信
頼
性
確
保
試
験
実
施
計
画
の
作
成
要
領

二

検
査
の
信
頼
性
確
保
試
験
の
実
施
方
法

三

検
査
の
信
頼
性
確
保
試
験
に
関
す
る
記
録
の
作
成
要

領
及
び
保
管
方
法

四

作
成
及
び
改
定
年
月
日

平成年月日 月曜日 (号外第号)官 報

第
八
条
の
二
中
「
第
十
五
条
第
四
項
」
を
「
第
十
五
条
第
七
項
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
第
十
五
条
第
五
項
」
を
「
第
十
五
条
第
八
項
」
に
改
め
る
。

第
四
章
の
章
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
四
章

就
業
制
限
そ
の
他
の
措
置

第
十
条
の
見
出
し
中
「
健
康
診
断
」
を
「
検
体
の
採
取
」
に
改
め
、
同
条
中
「
法
第
十
七
条
第
三
項
」
を
「
法
第
十

六
条
の
三
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
健
康
診
断
の
勧
告
を
し
、
又
は
健
康
診
断
」
を
「
検
体
の
提
出
若
し

く
は
採
取
の
勧
告
を
し
、
又
は
検
体
の
採
取
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
健
康
診
断
の
勧
告
」
を
「
検
体
の
提
出
又

は
採
取
の
勧
告
」
に
、「
健
康
診
断
を
受
け
、
又
は
受
け
」
を
「
検
体
を
提
出
し
、
又
は
検
体
の
採
取
に
応
じ
」に
改
め
、

同
条
第
三
号
中
「
健
康
診
断
」
を
「
検
体
の
採
取
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
健
康
診
断
の
勧
告
」
を
「
検
体
の
提

出
又
は
採
取
の
勧
告
」
に
、「
健
康
診
断
の
措
置
」
を
「
検
体
の
採
取
の
措
置
」
に
改
め
、同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

法
第
十
六
条
の
三
第
六
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、前
項
各
号
に
規
定
す
る
事
項
と
す
る
。

第
十
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
検
査
及
び
報
告
）

第
十
条
の
二

第
八
条
第
五
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
規
定
は
、
法
第
十
六
条
の
三
第
七
項
の
検
査
に
つ
い
て
準
用
す

る
。

２

法
第
十
六
条
の
三
第
八
項
に
規
定
す
る
報
告
は
、
検
査
の
結
果
の
判
明
後
速
や
か
に
行
う
も
の
と
す
る
。

３

法
第
十
六
条
の
三
第
八
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

患
者
の
氏
名
、
性
別
、
年
齢
及
び
住
所

二

当
該
患
者
を
診
断
し
た
医
師
の
住
所
（
病
院
又
は
診
療
所
で
診
療
に
従
事
し
て
い
る
医
師
に
あ
っ
て
は
、
当
該

病
院
又
は
診
療
所
の
所
在
地
）
を
管
轄
す
る
保
健
所
名
及
び
当
該
保
健
所
所
在
地
の
都
道
府
県
名

（
厚
生
労
働
大
臣
が
検
体
の
採
取
を
行
う
場
合
の
通
知
事
項
）

第
十
条
の
三

第
十
条
の
規
定
は
、
法
第
十
六
条
の
三
第
十
一
項
に
お
い
て
同
条
第
五
項
及
び
第
六
項
の
規
定
を
準
用

す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
十
三
条
の
見
出
し
中
「
入
院
勧
告
」
を
「
健
康
診
断
の
勧
告
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
第
十
七
条
第
三
項
」

を
「
第
十
六
条
の
三
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
中
第
八
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
二
号
か
ら
第
七
号
ま
で
を
四
号
ず
つ

繰
り
下
げ
、
第
一
号
を
第
五
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
四
号
を
加
え
る
。

一

健
康
診
断
の
勧
告
を
し
、
又
は
健
康
診
断
の
措
置
を
実
施
す
る
理
由

二

健
康
診
断
の
勧
告
を
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
健
康
診
断
を
受
け
、
又
は
受
け
さ
せ
る
べ
き
期
限

三

健
康
診
断
の
措
置
を
実
施
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
健
康
診
断
を
行
う
日
時
、
場
所
及
び
そ
の
方
法

四

健
康
診
断
の
勧
告
を
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
勧
告
に
従
わ
な
い
場
合
に
健
康
診
断
の
措
置
を
実
施
す
る

こ
と
が
あ
る
旨

第
五
章
中
第
十
四
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
検
体
の
収
去
等
の
方
法
）

第
十
三
条
の
二

第
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
は
、
法
第
二
十
六
条
の
三
第
五
項
及
び
第
二
十
六
条
の
四
第
五
項
の
検

査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

２

第
十
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
法
第
二
十
六
条
の
三
第
六
項
及
び
法
第
二
十
六
条
の
四
第
六
項
の

報
告
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
十
九
条
第
一
項
第
二
号
中
「
消
毒
」
を
「
検
体
の
収
去
、
検
体
の
採
取
、
消
毒
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第

三
十
六
条
第
四
項
」
を
「
第
三
十
六
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
第
三
十
六

条
第
三
項
」
を
「
第
三
十
六
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加

え
る
。

２

前
項
の
規
定
は
、法
第
三
十
六
条
第
三
項
に
お
い
て
同
条
第
一
項
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
二
十
条
第
二
項
第
一
号
中
「
第
十
七
条
第
三
項
」
を
「
第
十
六
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
八
章
中
第
二
十
四
条
の
前
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
新
感
染
症
に
係
る
検
査
及
び
報
告
）

第
二
十
三
条
の
六

第
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
は
、
法
第
四
十
四
条
の
七
第
五
項
の
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

２

第
十
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
法
第
四
十
四
条
の
七
第
六
項
の
報
告
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
新
感
染
症
に
係
る
検
体
の
採
取
を
行
う
場
合
の
通
知
事
項
）

第
二
十
三
条
の
七

第
十
条
の
規
定
は
、
法
第
四
十
四
条
の
七
第
九
項
及
び
第
十
項
に
お
い
て
法
第
十
六
条
の
三
第
五

項
及
び
第
六
項
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
二
十
四
条
の
見
出
し
中
「
健
康
診
断
」
を
「
検
体
の
採
取
等
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
四
十
五
条
第
三
項
」を「
第

四
十
四
条
の
七
第
十
項
及
び
第
四
十
五
条
第
三
項
」
に
、「
第
十
七
条
第
三
項
」
を
「
第
十
六
条
の
三
第
五
項
」
に
改
め

る
。第

二
十
五
条
中
「
第
十
三
条
」
を
「
第
十
三
条
第
一
項
第
五
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
及
び
第
二
項
」
に
、「
第
十
七
条

第
三
項
」
を
「
第
十
六
条
の
三
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
六
条
第
三
項
中
「
第
十
九
条
第
三
項
」
を
「
第
十
九
条
第
四
項
」
に
、「
第
五
十
条
第
七
項
」
を
「
第
五
十
条

第
十
二
項
」
に
、「
第
三
十
六
条
第
四
項
」
を
「
第
三
十
六
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第

二
項
中
「
第
十
九
条
第
二
項
」
を
「
第
十
九
条
第
三
項
」
に
、「
第
五
十
条
第
四
項
」
を
「
第
五
十
条
第
六
項
」
に
、「
第

三
十
六
条
第
三
項
」
を
「
第
三
十
六
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加

え
る
。

４

第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
は
、
法
第
五
十
条
第
九
項
に
お
い
て
法
第
三
十
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条

第
一
項
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
二
十
六
条
第
一
項
中
「
第
五
十
条
第
三
項
」
を
「
第
五
十
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同

条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。

第
十
三
条
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
条
の
二
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
は
、
法
第
五
十
条
第
二
項
及

び
第
三
項
に
お
い
て
法
第
二
十
六
条
の
三
第
五
項
及
び
第
六
項
並
び
に
法
第
二
十
六
条
の
四
第
五
項
及
び
第
六
項
を

準
用
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

別
表
第
二
届
出
動
物
等
の
到
着
地
の
欄
中
「
苅
田
港
及
び
福
岡
空
港
」
を
「
苅
田
港
、北
九
州
空
港
及
び
福
岡
空
港
」

に
改
め
、「
鹿
児
島
県
（
鹿
児
島
港
、
川
内
港
、
枕
崎
港
、
喜
入
港
、
串
木
野
港
及
び
鹿
児
島
空
港
を
除
く
。）」を
削
り
、

「
関
門
港
及
び
苅
田
港
」
を
「
関
門
港
、
苅
田
港
及
び
北
九
州
空
港
」
に
改
め
、「（
鹿
児
島
港
、
川
内
港
、
枕
崎
港
、

喜
入
港
、
串
木
野
港
及
び
鹿
児
島
空
港
に
限
る
。）」
を
削
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
二
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら

施
行
す
る
。
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